☆ブロローグ

ある日ボートでつりをしていたちょびたちは居眠りをしてしまいました。

気が付いたときには、おかしな島の浜辺に打ち上げられていました。

浜辺でちょびたちは妙な光が見える不思議なメガネを拾い、そのメガネが指す光の方へと進んでいくのでした・・・。

· メインストーリー

メガネが指す光の先には赤い小さな石がありました。

その石を手にした瞬間メガネには違う光が２つ現れました。

ちょびたちは片方のとても大きい光の方を先に目指すことにしました。

大きな光の先にはいくつものくぼみがある扉がありました。

その扉のくぼみの一つが赤く光っていたので、手に入れた赤い石をはめこんでみました。

すると、扉が少し開いて何者かの声が聞こえました。

｢石をすべて集めてこの扉を開けて私を助けて｣

それは女の人の声だった。（女の人はヤマネ様）

ちょびたちはその女の人を助けるために石を探すことにしました。

石を探しているときに妨害をしてくる質屋。

どうやらあの女の人を閉じ込めたのは質屋だったらしい。

このメガネも質屋のものだったが、落としてしまったらしい。

· エンディング

質屋の妨害を切り抜け、なんとかすべての石を集めることができたちょびたちは最後の石を扉にはめこんだ。

すると、少しずつ開いていた扉が一気に開き、声だけしか知らなかった女の人が出てきました。

ちょびたちは女の人に一緒に島を出ることを勧めたが、女の人はこの島で一人で住むと言い聞かないので、ちょびたちは諦めて島を後にした。

